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９
月
�
日
、
第
�
回
定
期

大
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
こ
で

決
定
さ
れ
ま

し
た
平
成
�

年
度
の
運
動

方
針
に
基
づ
き
、
活
動
を
開

始
い
た
し
ま
し
た
。

　
平
成
�
年
度
の
税
制
改
正

に
つ
き
ま
し
て
は
、
８
月
上

旬
に
東
京
選
出
の
国
会
議
員

に
陳
情
し
た
の
に
続
き
、
９

月
�
日
、
自
民
党
都
連
か
ら

来
年
度
予
算
要
望
に
対
す
る

ヒ
ア
リ
ン
グ
が
あ
り
ま
し

た
。

　
当
日
は
、
時
間
が
限
ら
れ

て
お
り
ま
し
た
の
で
、
次
の

２
点
に
つ
い
て
要
望
を
い
た

し
ま
し
た
。

　
一
つ
は
消
費
税
の
問
題
で

す
。
「
単
一
税
率
を
維
持
す

る
こ
と
」
を
お
願
い
し
ま
し

た
。

　
も
う
一
つ
は
、
法
人
税
率

の
実
効
税
率
の
引
き
下
げ
に

伴
う
代
替
財
源
に
関
す
る
問

題
で
す
。
中
小
法
人
に
配
慮

し
た
上
で
慎
重
に
行
う
こ
と

を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
更
に
別
掲
の
と
お
り
、
�

月
�
日
、
自
民
党
と
の
朝
食

懇
談
会
で
も
要
望
し
て
お
り

ま
す
。

　
税
理
士
法
改
正
の
う
ち
、

公
認
会
計
士
に
関
す
る
問
題

は
、
国
税
審
議
会
が
指
定
す

る
「
指
定
研
修
」
で
政
治
決

着
と
な
り
ま
し
た
。
公
認
会

計
士
試
験
に
合
格
し
た
後
の

実
務
補
習
に
お
け
る
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
、
「
修
了
考
査
」
に

つ
い
て
、
一
般
試
験
の
税
法

に
関
す
る
科
目
の
合
格
者
と

同
程
度
の
も
の
と
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
「
修
了
考
査
」

の
税
に
関
す
る
理
論
及
び
実

務
に
関
す
る
試
験
の
合
格
点

は
�
％
以
上
（
現
行
は
�
％

以
上
）
と
す
る
こ
と
を
求
め

て
い
る
の
は
当
然
の
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
加
え
て
、
「
修

了
考
査
」
を
受
験
で
き
る
要

件
と
し
て
の
税
に
関
す
る

「
考
査
」
の
合
格
点
も
�
％

以
上
と
す
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。

　
既
に
日
本
公
認

会
計
士
協
会
と
国

税
庁
人
事
課
は
協
議
に
入
っ

て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。
今
後
の
動
向
に
も
注
視

し
て
参
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
税
政
連
の
活

動
に
対
し
ま
し
て
は
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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本
連
盟
は
９
月
�
日
、
第
�
回
定
期
大
会
を
開
催
し
、
平
成

�
年
度
の
運
動
方
針
を
決
定
し
た
。

　
�
月
�
日
、
自
由
民
主
党
税
制
調
査
会
（
野
田
毅
会
長
・
熊

本
２
区
）
は
総
会
を
開
催
、
平
成
�
年
度
税
制
改
正
の
作
業
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
�
月
半
ば
に
予
定
さ
れ
て
い
る
税
制
改
正

大
綱
の
決
定
ま
で
の
議
論
の
経
過
に
は
注
視
が
必
要
だ
。
法
人

税
の
実
効
税
率
の
引
き
下
げ
に
伴
う
代
替
財
源
は
ど
の
よ
う
に

決
着
す
る
の
か
。
ま
た
、
消
費
税
�
％
へ
の
税
率
引
き
上
げ
の

判
断
時
期
が
迫
っ
て
お
り
、
単
一
税
率
の
維
持
を
訴
え
る
本
連

盟
と
し
て
は
、
そ
の
動
向
に
目
が
離
せ
な
い
。

２面　平沢勝栄議員の講演要旨

２面　論説

３面　当面の問題シリーズ１１０

６面　第４８回定期大会来賓一覧

　
２
０
１
４
年
も
残
り
２
ヶ
月

を
切
り
、
政
治
の
世
界
で
は
臨

時
国
会
が
開
会
さ
れ
て
い
る
。

安
倍
総
理
は
所
信
表
明
演
説
の

中
で
、
重
点
政
策
で
あ
る
「
地

方
創
生
」
の
推
進
を
前
面
に
打

ち
出
し
た
。
北
海
道
か
ら
沖
縄

ま
で
、
地
ビ
ー
ル
や
さ
ざ
え
カ

レ
ー
、
外
国
人
観
光
客
の
誘
致

と
い
っ
た
成
功
例
を
挙
げ
て
若

者
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
町
づ
く

り
、
人
づ
く
り
、
仕
事
づ
く
り

を
進
め
る
と
し
、
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
本
部
」
を
創

設
し
て
大
胆
な
政
策
を
と
り
ま

と
め
て
実
行
す
る
と
約
束
し
た

▼
税
制
上
で
も
優
遇
さ
れ
て
い

る
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
が
人
気

と
な
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

専
門
書
ま
で
発
刊
さ
れ
る
な
ど

様
々
な
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ

ら
れ
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
行

っ
た
人
に
対
し
て
地
元
が
誇
る

名
産
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
と

い
う
自
治
体
の
努
力
が
、
着
実

に
評
価
を
受
け
た
の
だ
ろ
う
▼

い
さ
さ
か
プ
レ
ゼ
ン
ト
合
戦
の

様
だ
と
の
批
判
も
あ
る
と
聞
く

が
、
反
対
に
地
方
で
育
ま
れ
た

人
材
が
成
長
す
る
と
都
会
へ
出

て
し
ま
い
地
元
に
貢
献
し
な
い

と
い
う
地
方
の
悩
み
が
あ
る
と

聞
く
と
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
目

指
す
方
向
を
し
っ
か
り
と
考
え

な
け
れ
ば
と
思
う
▼
ス
ポ
ー
ツ

の
世
界
に
お
い
て
は
、
仁
川
の

ア
ジ
ア
大
会
で
若
い
力
が
台
頭

し
て
い
ろ
い
ろ
な
競
技
で
メ
ダ

ル
ラ
ッ
シ
ュ
と
な
っ
た
▼
２
０

１
５
年
以
降
、
政
治
と
経
済
で

も
ア
ジ
ア
を
、
そ
し
て
世
界
を

牽
引
で
き
る
よ
う
な
誇
れ
る
国

と
な
る
よ
う
願
わ
ず
に
い
ら
れ

な
い
。

　
大
会
で
は
、
平
成
�
年
度
の

税
理
士
法
改
正
ま
で
の
経
緯
や

税
制
改
正
の
取
り
組
み
な
ど
の

運
動
経
過
を
報
告
し
、
平
成
�

年
度
の
運
動
方
針
等
を
決
定
し

た
。

　
運
動
経
過
報
告
で
は
、ま
ず
、

近
年
の
最
重
要
課
題
で
あ
っ
た

税
理
士
法
改
正
の
う
ち
公
認
会

計
士
の
税
理
士
資
格
付
与
問
題

に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　
内
藤
会
長
は
冒
頭
の
挨
拶
の

中
で
、
今
回
の
改
正
を
振
り
返

っ
て
、
税
理
士
に
よ
る
国
会
議

員
後
援
会
の
存
在
、
影
響
力
が

大
き
い
こ
と
を
改
め
て
認
識
さ

せ
ら
れ
た
と
し
、
後
援
会
関
係

者
の
活
動
に
対
し
敬
意
を
示
し

た
。

　
こ
の
公
認
会
計
士
の
税
理
士

資
格
付
与
問
題
は
、
公
認
会
計

士
法
第
�
条
に
規
定
す
る
実
務

補
習
団
体
が
実
施
す
る
研
修
の

う
ち
国
税
審
議
会
が
指
定
す
る

「
研
修
」
に
合

格
す
る
こ
と
を

条
件
と
す
る
こ

と
で
政
治
決
着

し
た
が
、
今
後

は
、
実
務
補
習

団
体
が
実
施
す

る
税
法
に
関
す

る
研
修
の
内
容

に
つ
い
て
注
視

が
必
要
で
あ

る
。

　
定
期
大
会
終

了
後
は
懇
親
会

を
開
催
し
、
国

会
議
員
、
都
議

会
議
員
、
そ
の

他
関
連
団
体
を
迎
え
、
親
睦
を

深
め
た
。
恒
例
と
な
っ
た
税
理

士
に
よ
る
国
会
議
員
等
後
援
会

の
会
旗
を
掲
揚
は
今
年
も
実

施
、
�
後
援
会
の
会
旗
が
懇
親

会
会
場
の
壁
一
面
に
掲
げ
ら
れ

た
。
（
当
日
の
来
賓
出
席
者
は

６
面
参
照
）

　
定
期
大
会
に
先
立
ち
、
自
由

民
主
党
の
平
沢
勝
栄
衆
議
院
議

員
（
東
京
�
区
）
を
講
師
に
迎

え
研
修
会
を
開
催
し
た
。

（
講
演
要
旨
は
２
面
参
照
）

　
本
連
盟
は
、
�
月
�
日
に
、

自
由
民
主
党
の
都
連
所
属
の
国

会
議
員
と
朝
食
懇
談
会
を
開
催

し
た
＝
写
真
。

　
�
単
位
税
政
連
の
会
長
・
幹

事
長
と
税
理
士
に
よ
る
後
援
会

の
会
長
・
幹
事
長
等
が
出
席
し

た
。

　
坂
田
政
策
委
員
長
は
、
本
連

盟
が
�
年
６
月
に
機
関
決
定
し

た
「
平
成
�
年
度
税
制
改
正
要

望
」
の
中
か
ら
重
点
要
望
項
目

と
し
て
挙
げ
て
い
る
①
消
費
税

の
単
一
税
率
を
維
持
す
る
こ

と
、
②
法
人
税
の
実
効
税
率
の

引
き
下
げ
に
伴
う
課
税
ベ
ー
ス

の
拡
大
等
に
つ
い
て
は
、
中
小

法
人
の
課
税
の
あ
り
方
を
考
慮

の
上
、
慎
重
に
行
う
こ
と
、
の

２
点
を
中
心
に
説
明
し
た
。

　
出
席
議
員
か
ら
消
費
税
の
税

率
引
き
上
げ
に
伴
う
滞
納
の
増

加
へ
の
懸
念
と
滞
納
防
止
策
に

つ
い
て
の
質
問
が
あ
っ
た
。
こ

れ
に
対
し
、
納
税
貯
蓄
組
合
の

活
用
、
分
割
納
付
等
の
方
策
に

つ
い
て
説
明
し
た
。

　
中
小
企
業
の
事
業
承
継
に
つ

い
て
政
府
の
対
応
等
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
積
極
的
な
活
用

を
要
請
す
る
発
言
が
あ
っ
た
。

　
国
会
議
員
と
税
理
士
を
合
わ

せ
総
勢
１
５
０
人
を
超
え
る
出

席
と
な
っ
た
。

　
国
会
議
員
等
の
出
席
者
は
以

下
の
と
お
り
。
（
敬
称
略
・
順

不
同
）

　
【
衆
議
院
】
山
田
美
樹
（
東

京
１
区
）
▽
辻
清
人
（
東
京
２

区
）
▽
石
原
宏
高
（東
京
３
区
）

▽
平
将
明
（
東
京
４
区
）
▽
松

本
文
明
（
東
京
７
区
比
）
▽
石

原
伸
晃
（
東
京
８
区
）
▽
菅
原

一
秀
（
東
京
９
区
）
▽
小
池
百

合
子
（
東
京
�
区
）
▽
下
村
博

文
（
東
京
�
区
）
▽
鴨
下
一
郎

（
東
京
�
区
）
▽
秋
元
司
（
東

京
�
区
比
）
▽
大
西
英
男
（
東

京
�
区
）
▽
平
沢
勝
栄
（
東
京

�
区
）
▽
土
屋
正
忠
（
東
京
�

区
）
▽
松
本
洋
平
（
東
�
区
）

▽
小
田
原
潔
（
東
京
�
区
比
）

▽
小
倉
將
信
（
東
京
�
区
）
萩

生
田
光
一
（
東
京
�
区
）
井
上

信
治
（
東
京
�
区
）
▽
田
畑
毅

（
東
京
比
例
）

　
【
参
議
院
】
中
川
雅
治
（
東

京
都
）
▽
片
山
さ
つ
き
（
全
国

比
例
）
▽
佐
藤
ゆ
か
り
（
全
国

比
例
）

　
【
代
理
出
席
】若
宮
健
嗣
（東

京
５
区
）
▽
越
智
隆
雄
（
東
京

６
区
）
▽
伊
藤
達
也
（
東
京
�

区
）
▽
丸
川
珠
代
（
東
京
都
）

　
　
　
　
　
◇

　
民
主
党
と
の
朝
食
懇
談
会
は

�
月
�
日
に
開
催
す
る
。
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